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研究成果概要 
本年度は、上向きミューオン及び、fully-contained 事象を用いた太陽での暗黒物質対消

滅ニュートリノ探索の結果を学位論文、及び投稿論文としてまとめ発表した。太陽方向

からの高エネルギーニュートリノ流速の上限値から、暗黒物質と核子とのスピン依存型、

スピン非依存型、さらにアイソスピン非保存型の相互作用について上限値を得た。スピ

ン依存型では最も厳しい上限値であり、スピン非依存型についても 10GeV 以下の領域で

初めて制限を与えた。これらは Physical Review Letter に掲載され、論文は Editor’s 
choice に選ばれた。また、銀河中心での暗黒物質対消滅についても探索を進めた。本年

度では、従来の銀河中心方向とニュートリノ事象のなす角度に加え、仮定する暗黒物質

の質量とも相関をとる２次元解析の手法が開発された。この手法は、暗黒物質の有無だ

けではなく、その質量にも感度のある手法として有力である。 

暗黒物質—核子散乱断面積上限値、スピン依存型（左）とスピン非依存型（右）。 

整理番号 A14 
 


